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罫
 第
　
回
定
期
大
会「
新
役
員
一
覧
」、大
会
報
告

50

茎
 判
決
言
い
渡
し
「
不
当
判
決
」

 猿
 新
潟
大
学「
未
払
賃
金
請
求
・
大
学
自
治
侵
害

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
損
害
賠
償
請
求
訴
訟
」

 猿
 電
気
通
信
大
学「
未
払
賃
金
等
請
求
事
件
訴
訟
」

茎
 全
大
教
関
東
甲
信
越
地
区
協
議
会
単
代
会
議
＆

　
 学
習
会「
非
常
勤
職
員
・
非
常
勤
講
師
の
雇
止
め
」

荊
 単
組
か
ら
の
レ
ポ
ー
ト

 猿
 岐
阜
大
学
職
員
組
合

　
　「『
事
務
職
員
部
会
・
学
習
会
』を
開
催
‼
」

 猿
 大
阪
府
大
学
教
職
員
組
合

　
　「
働
き
が
い
の
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
明
る
い
職
場
づ
く
り
に
向
け
て
」

荊
 わ
た
し
も
ひ
と
こ
と

　
開
会
あ
い
さ
つ
に
お
い
て
中

富
公
一
委
員
長
は
、
現
在
の
政

治
情
勢
に
触
れ
つ
つ
、
教
職
員

組
合
の
役
割
の
重
要
性
を
指
摘

し
ま
し
た
。

　
来
賓
の
日
本
私
立
大
学
教
職

員
組
合
連
合
の
三
宅
祥
隆
書
記

次
長
か
ら
、
今
後
国
公
私
立
大

学
の
共
通
課
題
が
重
要
に
な
っ

て
く
る
中
で
の
連
帯
の
重
要
性

に
関
し
て
、
ま
た
全
日
本
教
職

員
組
合
の
中
村
尚
史
委
員
長
か

ら
は
、
教
育
予
算
の
増
額
署
名

へ
の
と
り
く
み
な
ど
共
通
課
題

で
の
連
帯
を
呼
び
か
け
る
あ
い

さ
つ
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
多
く
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
寄
せ
ら
れ
た
中
か
ら
、
日
本

教
職
員
組
合
、
全
国
公
立
大
学

教
職
員
組
合
連
合
会
、
日
本
国

家
公
務
員
労
働
組
合
連
合
会
の

メ
ッ
セ
ー
ジ
が
議
事
運
営
委
員

長
か
ら
読
み
上
げ
ら
れ
ま
し

た
。

　
中
央
執
行
委
員
会
か
ら
提
案

さ
れ
た
 2
0
1
7
年
度
運
動

方
針
案
の
中
で
は
、
情
勢
認
識

と
し
て
、
現
在
の
安
倍
政
権
が

も
つ
外
交
、
防
衛
政
策
や
国
内

政
策
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
ま

家
公
務
員
職
場
に
お
い
て
非
常

勤
職
員
に
対
し
一
時
金
支
給
の

動
き
が
あ
る
こ
と
等
を
活
用
し

賃
金
労
働
条
件
の
改
善
を
図
る

の
指
摘
と
要
望
を
行
う
べ
き
、

◆
軍
事
研
究
に
関
し
て
、
こ
れ

ま
で
の
運
動
の
成
果
を
評
価
し

な
が
ら
外
部
の
団
体
等
と
の
共

同
を
進
め
て
い
く
べ
き
、
◆
国

　
質
疑
・
討
論
で
は
、
◆
全
大

教
と
し
て
文
科
省
へ
予
算
や
学

長
選
考
ル
ー
ル
改
善
の
要
求
を

よ
り
具
体
化
し
、
そ
の
中
で
具

体
的
な
事
例
に
も
と
づ
く
問
題

べ
き
、
◆
公
立
大
学
は
そ
れ
ぞ

れ
の
大
学
の
状
況
が
違
う
中

で
、
一
方
で
私
立
大
学
の
公
立

化
が
進
ん
で
お
り
、
こ
う
し
た

状
況
を
直
視
し
な
が
ら
運
動
を

す
す
め
る
べ
き
、
等
の
意
見
が

出
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
◆
全

大
教
財
政
を
健
全
化
す
る
た
め

に
予
算
の
組
み
方
を
よ
り
わ
か

り
や
す
く
す
べ
き
、
◆
教
研
集

会
が
隔
年
化
の
中
で
専
門
部
交

流
会
へ
の
支
援
を
行
う
べ
き
、

等
の
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

し
た
。
ま
た
、
大
学
・
高
等
教

育
政
策
に
つ
い
て
は
、
学
長
選

考
や
学
部
長
選
考
を
外
部
・
ト

ッ
プ
の
意
向
を
重
視
す
る
方
向

へ
の
「
改
革
」
や
運
営
費
交
付

金
が
削
減
さ
れ
る
一
方
で
軍
事

研
究
へ
の
補
助
金
が
増
額
さ
れ

る
状
況
や
、
専
門
職
大
学
の
設

立
な
ど
の
制
度
改
正
の
動
き
が

急
で
あ
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
教
職
員
の
労
働

条
件
を
巡
っ
て
は
、
有
期
雇
用

職
員
の
無
期
転
換
ル
ー
ル
適
用

を
め
ぐ
る
課
題
や
、
国
家
公
務

員
で
予
想
さ
れ
る
退
職
金
の
引

き
下
げ
が
大
学
に
持
ち
込
ま
れ

る
虞
が
強
ま
っ
て
い
る
こ
と
な

ど
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　
2
0
1
7
年
度
の
取
り
組
み

と
し
て
、「
大
学
・
高
等
教
育
予

算
の
抜
本
的
な
拡
充
要
求
」
、

「
任
期
制
反
対
、
教
員
身
分
の

不
安
定
化
を
進
め
さ
せ
な
い
」、

「
奨
学
金
制
度
の
抜
本
的
な
拡

充
」、「
裁
判
闘
争
で
勝
訴
を
目

指
し
、
成
果
と
課
題
を
運
動
に

活
か
す
」、「
有
期
雇
用
職
員
の

無
期
雇
用
転
換
を
実
現
す
る
」、

「
教
職
員
の
賃
上
げ
を
め
ざ

す
」、「
軍
事
研
究
に
関
す
る
各

大
学
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
作
成
へ

の
取
り
組
み
」
等
が
提
案
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
全
大
教
の
財

政
状
況
が
厳
し
い
中
で
も
、
未

加
盟
の
組
合
の
全
大
教
加
盟
を

進
め
、
ま
た
各
組
合
で
組
合
員

の
加
入
促
進
を
進
め
る
こ
と
、

全
大
教
財
政
と
組
織
運
営
を
見

直
し
て
い
く
こ
と
等
が
提
案
さ

れ
ま
し
た
。

　
2
日
間
の
議
事
で
、　
の
議

13

案
す
べ
て
が
、
一
部
は
代
議
員

か
ら
の
修
正
案
を
取
り
入
れ
た

上
で
、
可
決
・
承
認
さ
れ
、
新

年
度
の
運
動
方
針
や
予
算
が
決

定
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
今
大
会
に
お
い
て
は

定
期
役
員
選
挙
が
行
わ
れ
、
中

央
執
行
委
員
長
、
副
委
員
長
、

書
記
長
、
書
記
次
長
、
中
央
執

行
委
員
、
会
計
監
査
委
員
の
役

職
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
、
定
員

内
の
立
候
補
者
が
あ
り
信
任
投

票
が
行
わ
れ
、
立
候
補
者
す
べ

て
が
当
選
し
ま
し
た
。（
一
覧
表

は
2
面
掲
載
）

　
大
会
で
は
、
議
長
団
、
議
事

運
営
委
員
、
資
格
審
査
委
員
と

し
て
代
議
員
の
な
か
か
ら
大
会

運
営
を
引
き
受
け
て
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ん
に
は
大
変
お
世
話
に

な
り
ま
し
た
。

　
全
大
教
は
、
第
　
回
定
期
大
会
を
、
7
月
8
日
か
ら
9

50

日
に
東
京
・
大
崎
の
南
部
労
政
会
館
に
お
い
て
開
催
し
ま

し
た
。
大
会
に
は
、
全
国
の
加
盟
組
合
、
高
専
協
議
会
か

ら
合
計
　
人
の
代
議
員
が
出
席
し
、
中
央
執
行
委
員
等
を

70

加
え
、
総
計
　
人
の
出
席
で
し
た
。

97

　
大
会
に
お
い
て
は
、
2
0
1
7
年
度
運
動
方
針
案
や
同

予
算
案
な
ど
、　
の
議
案
が
諮
ら
れ
、
い
ず
れ
も
可
決
・

13

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
今
大
会
を
と
お
し
、
2
0
1

7
年
度
が
全
大
教
の
組
織
を
強

化
し
、
ま
た
曲
が
り
角
に
あ
る

大
学
の
充
実
を
図
り
、
教
職
員

の
賃
金
・
労
働
条
件
の
改
善
を

す
す
め
る
に
あ
た
り
、
非
常
に

重
要
な
年
度
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
、
そ
の
運
動
を
行
う
た

め
の
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
中
央
執
行
委
員
会
は
任
務

を
全
う
し
て
い
く
所
存
で
す
。

全
国
の
加
盟
組
合
と
組
合
員
の

皆
さ
ん
の
力
の
結
集
を
お
願
い

し
ま
す
。


